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� はじめに
音声対話システムがユーザとの間で自然なインタラクションを遂行するために、

ユーザの発話行為を正しく理解する必要がある。発話行為を推定する手法として発
話事例を用いた推定方法が提案されている ���。この手法では、形態素及び係り受
け関係を用いて発話間の類似度を計算し、入力発話に最も類似した発話事例の発話
行為を入力発話の発話行為とする。しかし、この方法では推定精度が十分でないこ
とが指摘されている。そこで本稿では、文の発話行為と文末の表層情報との関係に
ついて検討し、発話行為推定に文末の表層情報を用いることの有効性を評価する。

� 文末の表層情報と発話行為タグの関係
著者らは、発話行為推定に用いるための対話事例として、発話行為タグ付きコー

パスを構築している。 このコーパスは名古屋大学 �����車内音声対話データベー
スに収録されている対話のうち、レストラン検索をタスクとする ��	対話の各発
話に発話行為タグを人手で付与したものである。発話行為タグは、発話者の意図
した行為を表しており、このコーパスでは全部で �
種類存在する。日本語では多
くの場合、述部やモダリティ情報は文末に現れるため、発話行為タグは文末の表層
情報から、ある程度推定できることが期待できる。そこで、発話行為タグが付けら
れた ����発話を用いて、文末の表層情報と発話行為タグの関係を調査した。分析
は、コーパス中 	回以上出現していた最終 	文節 
��
個を対象とした。分析の結
果、次の 
種類の関係が明らかになった。

��� キーワードと発話行為タグの関係
最終 	文節に出てくるキーワード �	種類 �のべ ����回出現�を抽出し、キー

ワードごとに対応づけられた発話行為タグの割合を計算した。一意に発話行為タグ
が決定するものは、「営業」�「いくら」など �種類、複数の発話行為タグに対応
するものは、「案内」� 「駐車場」など �種類であった。各キーワードの出現数と
対応付けられた発話行為タグの割合 �一部�を表 �に示す。

��� 発話単位の最終文節の自立語と発話行為タグの関係
発話単位の最終文節の自立語 ��種類 �のべ ��	
回出現�を抽出し、自立語ごと

に対応づけられた発話行為タグの割合を計算した。一意に発話行為タグが決定する
ものは、「探す」�「思う」など �
種類、複数の発話行為タグに対応するものは
「教える」� 「行く」など �種類であった。その一部を表 	に示す。

��� 最終形態素列と発話行為タグの関係
最終形態素列�種類 �のべ �
�回出現�を抽出し、最終形態素列ごとに発話行為

タグの割合を計算した。 �種類全てに複数の発話行為タグが存在した。その一部
を表 
に示す。

表 �� キーワードと発話行為タグの関係 �一部�

営業 ���回� 未知情報要求 ���� � �

案内 ����回� 未知情報応答 ��	
� � � 依頼 ��
� � � 真偽情報要求 �	
� � �

表 	� 自立語と発話行為タグの関係 �一部�

探す �
回� 未知情報要求 ���� � �

行く ��	回� 依頼 ���
� � � 未知情報要求 ���
� �� 肯定 �否定 ��
� ��

表 
� 最終形態素列と発話行為タグの関係 �一部�

だけど �		回� 未知情報要求 ���
� � � 示唆 ��
� � �

� 文末の表層情報を用いた発話行為タグ推定の評価
文末の表層情報を用いた発話行為タグの推定方法 �以下本手法�を評価するため、

木村らの推定手法 ���との精度比較を行った。本手法では、 	節で述べた調査に
よって得られた文末情報と発話行為タグの関係に基づき、まず入力発話の文末が 	

節で得られた 
種類の関係に該当するものがあるかを調べ、該当するものがあれ
ば、その関係を用いて発話行為タグを推定した。複数の発話行為タグが存在する
文末に関しては、最大の割合の発話行為タグを割り当てた。該当する関係がなかっ
た場合は、木村らの推定手法を用いて発話行為タグを推定した。評価用データとし
て、調査に使用していない �
対話のドライバー発話 ��文を使用した。
推定の結果、 ��発話が 
種類のいずれかの関係に該当し、そのうち 
�発話の

発話行為タグを正しく付与することができた。 	節の関係を用いることができな
かった ��発話に対しては、木村らの推定手法によって、 �
発話に正しい発話行
為タグが付与された。従って、 ��発話に正しい発話行為タグが付与され、正解率
は ���� � となった。一方、木村らの推定手法のみで発話行為タグを推定すると、

��発話に正しい発話行為タグが付与され、正解率は ���
 �であり、これは文末の
表層情報を併用することにより正解率が ��� �向上したことを意味している。

� おわりに
本稿では、文末の表層情報を用いた発話行為タグの推定手法について述べた。

評価の結果、発話行為の推定に文末の表層情報を併用することの有効性が明らかに
なった。
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